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４月から「公民館」は
「まちづくりセンター」に変わります
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早く豆を投げてよぉ～！
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杵束まちづくりセンターが
完成しました

「公民館」は
「まちづくりセンター」
　　　　　　　　に変わります

令和3年
４月から

まちづくりセンターは、市民の皆さんが主役の協働
のまちづくり（地区まちづくり推進委員会などによる
地域課題の解決に向けた取組や地域の特色を活

い

かした
まちづくりなど）を進めるための拠点施設です。
また、現在公民館として取り組んでいる社会教育や

生涯学習（ふるさと郷育やはまだっ子共育、各種教室

まちづくりセンターはどんな施設？

田町まちづくり推進委員会
防災大会

雲城公民館＆雲城まちづくり委員会
ハッチョウトンボ親子観察会

まちづくりセンターになると何が変わるの？
項目 公民館 まちづくりセンター

名称
公民館
（例）浜田公民館

まちづくりセンター
（例）浜田まちづくりセンター

担当部署 教育委員会 市長部局（地域政策部）

施設数 26館（ほか９分館） 26センター（ほか９分館）

機能

・社会教育及び生涯学習の推進
・行政窓口機能（証明書交付など）
　※　一部の公民館を除きます。
・避難所機能

・協働のまちづくりの推進
・社会教育及び生涯学習の推進
・行政窓口機能（証明書交付など）
　※　一部のまちづくりセンターを除きます。
・避難所機能

職員体制
館長：１人
主事：１～３人

センター長：１人
主事：２～３人

開館時間 午前９時～午後９時 午前９時～午後９時

休館日
土日祝日、年末年始
※　土日の休館日は、自治区によって異
なります。

年末年始のみ
※　土日祝日は開館（職員不在）

使用料
なし
※　一部の公民館を除きます。

あり
※　まちづくり、社会教育・生涯学習などのための使
用の場合は免除になります。

実費負担 冷暖房費などの実費負担あり なし

使用制限 営利・政治・宗教の制限
左記制限「なし」（公の秩序に反しない限り）
※　現在公民館を使用している団体などは、引き続き
使用できます。

運営方式 市直営 当面は市直営

そのほか ― まちづくりに関して助言などを行う「まちづくりコー
ディネーター」を市全体で５人程度配置する予定です。

※　予約方法や使用申請の手続、使用料などについては、各公民館（まちづくりセンター）に
お問い合わせください。
※　各公民館（まちづくりセンター）の所在地及び連絡先は、変更ありません。

弥栄町杵束地区のまちづくりセンター、図書館及び支
所出張所の機能を有する「杵束まちづくりセンター」が
完成しました。４月開館予定です。

問合せ　まちづくり推進課地域づくり推進係　☎㉕９２０１

まちづくりセンター

「浜田市協働のまちづくり推進条例」に基づき、自
治区制度に代わる新たなまちづくりがスタートします。
これに伴い、社会教育や生涯学習の拠点である「公

民館」に、協働のまちづくりの拠点としての役割を追
加し、令和３年４月から「まちづくりセンター」とし
て新たに運営を開始します。

など）を引き続き推進し、これまで公民館が担ってき
た「人づくり」の拠点としての役割を引き継ぎます。
まちづくりセンターを拠点として「まちづくり」と

「人づくり」が進むことで、地域課題の解決や地域の
活性化が図られ、誰もが幸せに暮らせる魅力ある地域
社会を実現することを目指します。

　問合せ　弥栄支所防災自治課　☎48２１１１
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水道の使用開始・中止の手続はお早めに

毎年、３月から４月にかけては、転入・転出・転
居が多く、当日水道の開け閉めの連絡をいただいて
も、すぐに対応することが困難な状況となります。
できるだけ手続を円滑に行うため、実際に水道を

使用開始、又は中止する日から３営業日前までに電
話で連絡をお願いします。
電話受付時に、契約者氏名など必要事項について

お聞きします。

連絡先　上下水道部管理課料金係　☎㉕９９０３
受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
受付時間以外で、水道の使用開始、又は中止が必要となっ
た場合の連絡先
浜田市水道事業協同組合　☎㉓３７２２

※　水道事業協同組合が開閉栓に伺います。その際、届出
用紙をお渡ししますので記入をお願いします。

問合せ　上下水道部管理課料金係
　　　　☎㉕９９０３

転入・転出・転居の
手続をお忘れなく

「くらしの情報広場」もご覧ください。
・ごみ処理場への直接搬入 ………… Ｐ12
・飼い犬の手続 ……………………… Ｐ13
・原付・軽自動車などの廃車手続 … Ｐ15

住所変更の形態 届出の
種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日から14日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まったら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日から14日以内
※　転入届の場合は、事前に前住所の市区町村役
場へ転出届を行ってください。

届出先　総合窓口課及び各支所市民福祉課・地域行政窓口
（浜田・弥栄自治区）

※　地域行政窓口を利用する場合は、別途、総合窓口課又
は各支所市民福祉課での手続が必要となる場合がありま
す。

注意事項　マイナンバーカード又は住民基本台帳カードを
お持ちの人は忘れずに持参してください。

引っ越したときは、
速やかに届出をしてください

問合せ　総合窓口課住民異動係
　　　　☎㉕９４０１
　　　　各支所市民福祉課

平日窓口業務の延長と特別開設窓口を行います（本庁のみ）

利用できる手続・問合せ
総合窓口課　総合窓口係　☎㉕９４００
　　　　　　住民異動係　☎㉕９４０１
　住民異動届（転入・転出など）、印鑑登録、各種
証明書の交付（住民票の写しなど）、マイナンバー

　カード関係（申請・交付など）
保険年金課　国保係　☎㉕９４１０

　医療年金係　☎㉕９４１１
　国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、乳幼
児等医療、国民年金の各種申請・届出

子育て支援課　保育所幼稚園係　☎㉕９３３０
　　　　　　　子育て政策係　☎㉕９３３１
　　　　　　　子育て支援係　☎㉕９３３１
　保育所（園）入退所、児童手当、児童扶養手当、
放課後児童クラブ入退会の各種申請・届出

上下水道部管理課　料金係　☎㉕９９０３
水道の利用に関する諸手続

注意事項
・本庁のみの実施で、各支所・公民館の地域行政窓口で
は実施しません。

・住所変更の際には、マイナンバーカード又は住民基本
台帳カードをお持ちの人は持参してください。

・マイナンバーカード又は住民基本台帳カードを利用し
た転入などの届出は、なるべく平日時間内に来てくだ
さい。転出元自治体の事情により、後日改めて来庁が
必要になる場合があります。

・窓口に来た人の本人確認を行います。運転免許証・マ
イナンバーカードなど、公的機関が発行した顔写真付
きの身分証明書を持参してください。持っていない人
は、健康保険証・年金手帳など２点での確認になります。

※　手続には、印鑑、各種手帳、口座情報などが必要な
場合があります。詳しくは、事前に各担当課までお問
い合わせください。

【平日延長窓口（月～金）】
　３月26日㈮、３月29日㈪～４月２日㈮
　午後７時まで

【特別開設窓口】
　３月28日㈰・４月３日㈯
　午前８時30分～午後０時30分

　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職の給与・報酬を含みます。
　　（令和２年１月１日住民基本台帳人口：53,330人） 150,600円

171,700円
182,200円

150,600円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　324,062円

技能労務職　368,711円 平均年齢　54.8歳

平均年齢　43.1歳

歳出額
391億3,775万円

人件費（15.0％）
58億5,918万円

人件費以外
332億7,857万円

職員手当
4億50万円

期末・勤勉手当
9億3,946万円

給与費合計
36億6,309万円
１人あたり
633万円

給料
23億2,314万円

（令和２年４月１日一般会計予算人員：579人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.5869月分
同じ勤続25年 28.0395月分 33.2708月分

勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.30月分 0.95月分

同じ
12月期 1.30月分 0.95月分
計 2.60月分 1.90月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％）

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 6,500円

同じ
子 10,000円
父母など 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利用者

最高支給
限度額 55,000円 同じ

自動車
使用者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車
使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です）

住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額27,000円を限度に支給

月額16,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額28,000円を限度に支給

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円 俸給の特別調整額

（46,300円～139,300
円）

主管課長級 54,000円
課長級 41,600円

（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 860,000円 （支給割合）
副市長 710,000円 ６月期 1.625月
教育長 630,000円 12月期 1.625月
議　長 450,000円 計 3.25月
副議長 380,000円

期末手当については、左記全区
分に対して15％の加算措置あり

委員長 365,000円
副委員長 357,500円
議　員 350,000円

（１）健康診断受診者数（令和元年度）
健康診断の種類 受診者数

（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドック 274 特殊
健診

指曲がり症健診 9
定期健康診断 402 ＶＤＴ作業健診 1

採用時等健康診断 24 心理的な負担の程度を把握するための検査 648
臨時嘱託職員健康診断 285 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 25

（２）公務災害の認定状況（令和元年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 3
通　勤　災　害 1

（３）職員互助会事業について（令和元年度）
会の名称 浜田市職員互助会

互助会に対する補助金などの額 3,959,578円
公費負担率（事務費などを除く） 27.5%
職員１人あたりの公費の補助金額

（事務費などを除く） 4,393円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

令和２年度 浜田市職員の給与などの状況

６　特別職の報酬などの状況（令和２年４月１日現在）５　職員手当の状況（令和２年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（令和２年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（令和元年度普通会計決算）

３　一般行政職の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

４　平均給料の状況（令和２年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

問合せ　人事課給与係　☎㉕９１３１
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避難行動要支援者名簿の作成と活用の流れ

　市では、高齢者や障がいのある人など、災害が起きた際に支援が必要となる人を掲載した
「避難行動要支援者名簿」を作成しています。
　この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における安否確認・避難支援をするために、
登録者本人の同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供します。

対象となる人（避難行動要支援者）
①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けている人
⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに住民
票がある人は除きます。

※　対象者以外でも、支援が必要な人は名簿に掲載で
きます。希望する人は、お問い合わせください。

情報提供についての同意書を
提出してください
新たに避難行動要支援者名簿に登録した人などへ、

市から避難支援等関係者に情報を提供することに同意
するか、確認するための文書を送付します。

　・　同意する
　・　同意しない（照会は毎年してください）
　・　同意しない（今後の照会は不要です）

いずれかを選び、返信用封筒で必ず提出してください。
※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、被
災状況によっては、支援できない場合もあることを
ご了承ください。

避難支援等関係者に提供する名簿情報
①氏名　②年齢　③性別　④住所

情報の提供先（避難支援等関係者）
　情報提供に同意した人の名簿は、警察や消防のほか
避難の支援や安否確認などを行うお住まいの地区の次
の組織にお渡しします。
○自主防災組織
○消防団
○民生児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会
※　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会につ
いては、市に避難支援等関係者の届出を行うことで
情報を受け取れます。協力いただける団体・組織は
お問い合わせください。

情報提供した名簿の活用
　避難支援等関係者への情報提供に同意した人の名簿
は、平常時からの災害の備えとして、声かけや見守り
活動に活用します。また、各地域内の取組体制が整っ
たところから、対象者の訪問調査などを行い、個別の
避難支援計画の作成に順次取り組みます。

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の提出

③同意した人のみ
　避難支援等関係者へ
情報提供

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

地域防災全般に関すること
防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

名簿に関すること
地域福祉課地域福祉係　☎㉕９３００

申請・問合せ

　災害時に避難が困難な人の
支援に活用します

避難行動要支援者名簿

火災件数（件） 損害額（千円） 死傷者数（人）
27 34,435 ５

火災の概況
救急出動件数（件） 搬送人員（人）

浜　田 1,864 1,729
金　城 249 235
旭 167 159

弥　栄 108 106
三　隅 366 352
管轄外 0 0
合　計 2,754 2,581

救急車の出動件数

火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈪から７日㈰までの
７日間、全国一斉に火災予防運動が実施されます。

住宅防火　いのちを守る７つのポイント
　　４つの対策
　　　①　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警
　　　　報器を設置する。
　　　②　寝具、衣類及びカーテンからの火災を
　　　　防ぐために、防炎品を使用する。
　　　③　火災を小さいうちに消すために、住宅
　　　　用消火器などを設置する。
　　　④　高齢者や身体の不自由な人を守るため
　　　　に、隣近所の協力体制を作る。

　３つの習慣
　　①　寝たばこは、絶対やめる。

　　②　ストーブは、燃えやすいものから離
　　　れた位置で使用する。

　　③　ガスこんろなどのそばを離れるとき
　　　は、必ず火を消す。

昨年は27件の火災が発生し、1人が亡くなり、４人
が負傷しました。火災件数は、前年に比べ４件増加し、
34,435千円の損害額がありました。建物火災は12件
で、前年に比べ５件増加しました。
火災の原因としては、たき火、枯草・刈草焼きが9
件で全体の約33％を占めています。たき火などを行
うときは、風の強い日は避け、消火の準備をし、その
場を離れず、終わったら必ず完全に消火しましょう。
火災の原因の多くは、火を取り扱う人の不注意によ
るものです。日頃から防火を心掛け、火の取扱いには
十分注意しましょう。
また、火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を
設置し、取付けから10年を目途に機器の交換をお願
いします。

前年と比較すると、救急出動件数は159件、搬送人
員は144人の減少となりました。
平均すると、1日に約7.5件の出動で、約7.1人が救
急車で搬送されたことになります。事故種別ごとにみ
ると、急病が1,812件と最も多く、救急出動件数の半
数以上を占めています。次いで一般負傷476件、転院
搬送257件、交通事故112件の順となっています。

　問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

火災　27件　救急車の出動　2,754件　（令和２年中）

春季全国火災予防運動　（3月1日から7日まで）

おやすみ前にはもう一度、火の元を確かめましょう。
町内会などが行う消火訓練なども受け付けています。

　問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

休日・夜間の急な子どもの病気の対処は、
島根県小児救急電話相談（☎＃８０００）へ
　県内のどこからでもかけることができ、小児科医師
や看護師などから症状に応じた適切な対処や受診する
病院などのアドバイスを受けることができます。

2020年度全国統一防火標語

　　　　「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」



市長日記元気な浜田をつくります （令和３年１月）

浜田港ポートセミナー in広島県北に出席しました（１月28日）
いわみ中央ぶどう部会設立総会に出席し
ました（１月28日）

シトラスリボンin浜田から活動報告を受
けました（１月26日）

新型コロナウイルスワクチン対策室を設
置しました（１月25日）

上府農事組合法人設立総会に出席しまし
た（１月17日）

「Biz.Coop.はまだ」の特定地域づくり
事業協同組合認定書交付式に出席しまし
た（１月12日）

浜田市倫理法人会モーニングセミナーで
浜田市の歴史について講演を行いました
（１月７日）

仕事始め式を行いま
した（１月４日）

米軍機騒音等対策協議会総会（オンライ
ン会議）に出席しました（１月15日）

山陰観光㈱からマスクの寄贈を受けまし
た（１月20日）

連合島根西部地域協議会「新春旗開き」
に出席しました（１月23日）

新型コロナウイルス感染症関連の浜田市
支援策〔第５弾〕を取りまとめ、記者会
見を行いました（１月21日）
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　宝くじ助成事業により、弥栄自治区小坂自主防災
会は、自助・共助による地域防災力の更なる向上を
図るため、自主防災組織の活動に必要な資機材を整
備しました。
　このたび購入した資機材は、地域の防災訓練や災
害時などに利用されます。

　問合せ　弥栄支所防災自治課　☎48２１１１

令和２年度　コミュニティ助成事業

　申込み・問合せ
　　　子育て支援課子育て政策係　☎㉕９３３１ 　問合せ　水産振興課水産係　☎㉕９５２０
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全国で活躍
おめでとうございます

社会を明るくする運動作文コンテスト

岡本陽菜さん（旭中学校３年生）

優秀賞（第２席）受賞

岡本陽菜さん

　市では、令和５年度に公立幼稚園の統合を
予定しています。
　この統合計画方針案に関して、広く市民の
皆さんへの説明会を開催します。

（日本BBS連盟会長賞）

日時
　３月17日㈬　午後６時30分～８時

場所
　総合福祉センター　２階会議室

定員
　先着50人
　※　新型コロナウイルス感染症予防のため、　
　　　人数制限を行います。

申込開始日
　３月３日㈬　午前９時～

　浜田漁港で水揚げされた
新鮮でおいしい水産物を販
売する新たな拠点施設「山
陰浜田港公設市場」の愛称
が、「はまだお魚市場」に
決定しました。

「公立幼稚園の今後のあり方」
に関する説明会を開催します

山陰浜田港公設市場(はまだお魚市場)
の一部が３月21日にオープンします

　はまだお魚市場は、旧しまねお魚センターを改修
し、公設水産物仲買売場の仲買業者が移転し、３月21
日㈰に、仲買棟のみ一部オープンします。
　特産品・工芸品の物品販売や、フードコートなどの
商業棟は、新型コロナウイルスの影響を見極めた上
で、今後オープン時期を決定します。



ＳDGｓを学ぶ

書き初めを燃やして、学業上達を祈る

とんど焼きで無病息災を願う

買物券で焼きそばを購入

　１月15日㈮、弥栄会館で、ＳDGｓ講演会が開催されました。
　これは、弥栄女性の会が企画したもので、エコサポしまねの
葭矢崇司さんを講師に招いて行われました。
　ＳＤＧｓとは、「持続可能な開発目標」のことで、経済・社会・
環境をめぐる広範囲な課題にみんなで取り組んでいくことが求
められています。参加者は、自分たち一人ひとりがＳＤＧｓの
視点を持ち、環境に良い商品の購入やごみを減らすなど、身近
なことから取り組み、持続可能な未来のために、少しでも貢献
していこうと話していました。

　１月10日㈰、三隅川の河川敷（通称：かっぱランド）で、黒
沢とんど焼きが行われました。
　これは、黒沢公民館が企画したもので、地域住民が見守る中、
持ち寄ったしめ飾りを、お守りや書き初めと一緒に燃やし、無
病息災や学業の上達を祈りました。
　雪が舞う寒い日でしたが、参加者は焼いた鏡餅や魔除けにな
ると言われるぜんざいを食べ、「コロナ禍だけど、この一年お
互い元気で過ごそう」と楽しく話し合っていました。

　１月５日㈫、今福公民館で、今福児童クラブの児童17人が、
地域で活動している「もやい市」と「ほっかほっか会」の人た
ちと交流し、これまでの活動を映像で学びました。
　参加した児童は、もやい市で売られている野菜でハンコを
作ったり、オリジナルのはがきを作ったり、焼きそばづくり体
験や買い物体験をしました。
　児童たちは、この活動を通じて、地元にいろいろな活動グルー
プがあることを知りました。

作業員から説明を受ける児童たち

楽しく指導を受ける子どもたち

一緒にあやとり

祝詞をあげながら火を放つ

　１月26日㈫、岡見小学校児童が三隅益田道路岡見トンネルの
工事現場を見学しました。
　この見学会は、どのようにしてトンネルが完成するのかを実
際に見てもらおうと、工事を請け負う奥村組が企画したもので
す。児童は、掘削方法の説明や掘削途中のトンネルの様子など
を見て、目を輝かせながら作業員に質問したり、重機の大きさ
に驚いていました。最後に、トンネル掘削時に出た記念の石や
色鉛筆をお土産にもらい、「最後まで安全に気をつけてくださ
い」とお礼を言いました。

　１月18日㈪、長浜幼稚園で昔遊びの会が行われ、園児16人が
参加しました。これは、長浜幼稚園が企画したもので、園児は、
長浜公民館の呼びかけで集まった８人の地域ボランティアの皆
さんに教えてもらいながら、こま回し・あやとり・けん玉・福
笑いの4つの昔遊びを楽しみました。
　あやとりでは、「ほうき」の作り方を教えてもらったり、福
笑いでは、できた顔を見て一緒に笑ったりしていました。参加
した園児は、「全部楽しかった」と話していました。

　１月18日㈪、今市公民館でプログラミング教室が行われまし
た。これは、教育のICT化が全国的に進む中、今市地区まちづ
くり推進委員会が３年前から月２回開催しているものです。
　この日は、旭小学校低学年の５人がタブレット端末を使い、画
面上のプログラムされたブロックを組み合わせてゲームを制作
しました。講師を務めるシステムエンジニアの藤本宏征さんは
「子どもたちが成長するとパソコンに触れる機会が増える。楽
しみながら興味を持ってもらいたい」と話していました。

　１月17日㈰、都川高齢者活動促進センターとその周辺で「都
川地区とんど焼き」が行われ、21人が参加しました。
　これは、都川公民館と都川まちづくり推進協議会が企画した
ものです。当日は、最初に太鼓を奏でながら神事を行い、その
後、竹で組んだやぐらの中に、しめ飾りやお札を入れて火を放
ち、１年の無病息災を祈願しました。参加者は「昨年はコロナ
禍で自治会活動の自粛を余儀なくされたが、とんど焼きの炎で
コロナを焼き払い、良い一年になってほしい」と話していまし
た。

未来のためにできること
～ ＳＤＧｓ講演会 ～

やさか

今年こそ良い年になりますように
～ 黒沢とんど焼き ～

みすみ

一年間の無病息災を願って
～ 小国地区とんど祭り ～

かなぎ

地域の活動グループとの交流
～ もやい市を知ろう ～

かなぎ

どうやってトンネルができるのかな？
～ 岡見小学校トンネル工事見学 ～ みすみ

プロの指導でプログラミング
～ 今市公民館プログラミング教室 ～

あさひ

世代を超えて一緒に楽しむ
～ 昔遊びの会 ～

はまだ

無病息災を祈願
～ 都川地区とんど焼き ～

あさひ

　１月10日㈰、小国公民館前のグラウンドで、小国地区とんど
祭りが行われ、約40人が参加しました。これは、小国自治振興
会が青少年健全育成事業の一環として企画したものです。
　前日の準備は、周辺の除雪から始まり、当日も降雪のため、
除雪を行ってからの神事となりました。
　子どもたちがとんどに点火し、しめ飾り、縁起物や書き初め
などを燃やし、一年間の無病息災を願いました。
　参加者は地域の恒例行事を楽しんでいました。

♥Town Topics♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い♥Town Topics
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６
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。
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の
集
合
住
宅
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
２
戸
以
上
又
は
２

か
所
以
上
で
共
用
し
て
い
る
場
合
、

各
戸
ご
と
に
料
金
を
算
定
す
る
た
め
、

世
帯
数
の
届
出
が
必
要
で
す
。
世
帯

数
の
変
更
が
あ
る
都
度
、
電
話
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　
用
途
に
つ
い
て
は
、
検
針
時
に

お
配
り
す
る
「
水
道
使
用
水
量
・

料
金
等
お
知
ら
せ
票
」
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
管
理
課
料
金

係　
☎
㉕
９
９
０
３

飼
い
犬
の
各
種
手
続
を
忘
れ

ず
に

　
飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
法
で
定

め
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
手
続
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
し
ま

し
ょ
う
。

犬
の
登
録

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合

は
生
涯
１
度
の
登
録
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
日

か
ら
30
日
以
内
（
生
後
90
日
以
内
の

子
犬
は
、
生
後
90
日
経
過
以
後
30
日

以
内
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続

・
環
境
課
窓
口

　
（
市
役
所
東
分
庁
舎
2
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

※　
市
内
の
動
物
病
院
や
市
が
毎
年

行
う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
会

場
で
も
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

登
録
す
る
と
、「
鑑
札
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
装
着

し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

室
内
・
室
外
飼
育
に
関
係
な
く
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場
又
は
動
物
病
院
で
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
市
の
集
合
注
射
日
程
に
つ

い
て
は
、
広
報
は
ま
だ
4
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
の
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
病

院
か
ら
交
付
さ
れ
た
注
射
済
証
（
証

明
書
）
を
持
っ
て
環
境
課
又
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料　
５
５
０
円

※　
接
種
時
は
注
射
代
が
別
途
必
要

そ
の
ほ
か
の
届
出

鑑
札
や
注
射
済
票
を
紛
失
・
損
傷
し

た
と
き

　
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
環
境
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

再
交
付
手
数
料　
鑑
札
１
６
０
０
円

　
注
射
済
票　

３
４
０
円

※　
損
傷
し
た
場
合
は
、
損
傷
し
た

鑑
札
や
注
射
済
票
も
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　
新
し
い
飼
い
主
の
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
新
し
い
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

　
以
前
お
住
ま
い
の
自
治
体
で
交
付

さ
れ
た
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、
環
境

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
す
る
と
き

　
浜
田
市
の
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、

転
出
先
の
自
治
体
で
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
が
死
亡
し
た
と
き

　
死
亡
し
た
こ
と
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
☎０８５５53５０８１

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月28日㈰
午前９時～
　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町
☎㉘３１４７

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町
☎㉓１８０８

ペット・プラ
かん
びん

※　町内ごみステーションの収集はありません

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
㉕
９
４
３
０

ご
み
の
直
接
搬
入
が
で
き
ま
す

　

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
ご
み
処

理
場
を
開
場
し
ま
す
。

※　
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

※　
少
量
の
家
庭
ご
み
を
持
ち
こ
む

人
が
非
常
に
多
く
な
り
、
搬
入
者

の
長
時
間
待
機
、
一
般
道
の
渋
滞
、

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
遅
れ
な
ど

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
少
量
の

家
庭
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通

常
の
収
集
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送

「
浜
田
補
完
ラ
ジ
オ
中
継

局
」
が
開
局
し
ま
し
た

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
大
麻
山
に
新
設
し

た
「
浜
田
補
完
ラ
ジ
オ
中
継
局
」
か

ら
、
新
た
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
中
継
局

は
、
中
波
（
A
Ｍ
）
放
送
の
受
信
困

難
地
区
改
善
や
放
送
局
の
強
靭
化
の

た
め
に
、
Ｆ
Ｍ
放
送
用
の
周
波
数
で

補
完
す
る
制
度
を
活
用
し
た
も
の
で

す
。お

届
け
し
て
い
る
の
は
ラ
ジ
オ
第

１
放
送
の
番
組
で
す
が
、
送
信
電
波

は
Ｆ
Ｍ
波
で
す
の
で
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
ご
用
意
の
う
え
周
波
数
を
81
・
７

M
H
z
に
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
放
送
エ
リ
ア
の
め
や
す
は
、
Q
R

コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　
範
囲
内
で
も
、
大
麻
山
方
向
に

山
な
ど
障
害
物
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０-

０
０-

３
４
３
４

水
道
使
用
の
用
途
を
「
共
用
」

で
契
約
し
て
い
る
人
へ

下
水
道
使
用
料
の
口
座
振
替

の
通
帳
印
字
を
「
ゲ
ス
イ
シ
ヨ

ウ
リ
ョ
ウ
」
に
変
更
し
ま
す

　
口
座
振
替
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
下
水
道
使
用
料
の
通
帳

印
字
を
「
ゲ
ス
イ
シ
ヨ
ウ
リ
ョ
ウ
」

に
変
更
し
ま
す
。

変
更
時
期　
４
月
30
日
㈮
振
替
分
か
ら

現
行
の
印
字
例

　
ゲ
ス
イ
シ
ヨ
ウ
リ
ョ
ウ
ノ
ウ

　
ゲ
ス
イ
シ
ヨ
ウ
リ
ョ
ウ
ギ
ヨ

　
ゲ
ス
イ
シ
ヨ
ウ
リ
ョ
ウ
コ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

変
更
後

　
ゲ
ス
イ
シ
ヨ
ウ
リ
ョ
ウ

問
合
せ　
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉕
９
６
４
０

住

宅

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

す
る
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係　
☎
㉕
９
５
１
１

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

令和元年度  滞納処分の状況
財産の種類 差押件数
預貯金 186件
国税還付金 28件
生命保険 ８件
年金 ０件
給与 ６件
動産 ４件
そのほか ６件
合　計 238件

市
税

　
入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受

給
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、

い
っ
た
ん
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負

担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
資
格
証

明
書
」を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
収
納
係

　
☎
㉕
９
２
４
０

介
護
保
険
料

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負

担
割
合
が
３
割
又
は
４
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や

施
設
利
用
時
の
食
費
・
居
住
費
の
軽

減
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
な
ど
、
未

納
の
期
間
に
応
じ
て
介
護
給
付
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
㉕
１
５
２
０

市
営
住
宅
使
用
料

連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場

合
は
、
裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
の
差

押
え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

　
☎
㉕
９
６
３
０

保
育
所
保
育
料

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、

法
律
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼

稚
園
係　
☎
㉕
９
３
３
０

水
道
料
金

　
督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

　
ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場

合
は
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
管
理
課
料
金

係　
☎
㉕
９
９
０
３

下
水
道
使
用
料

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
　
督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し

ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、

法
律
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
下
水
道
課
管

理
係　
☎
㉕
９
６
４
０

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定

し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ

る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や

金
融
機
関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が

な
い
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て

い
る
取
扱
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
郵
便
局
）
の
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機

関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・

市
役
所
各
担
当
課
・
各
支
所
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　
各
納
期
の
末
日

申
込
期
限　
毎
月
、月
末（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む

と
、
翌
月
以
降
の
納
期
分
か
ら
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※　
令
和
３
年
度
第
１
期
分
か
ら
口

座
振
替
を
開
始
・
変
更
す
る
場
合

は
、
次
の
期
限
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
３
月
19
日
㈮
ま
で

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　

４
月
20
日
㈫
ま
で

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
国
民
健

康
保
険
料

　
５
月
20
日
㈭
ま
で

問
合
せ　
税
務
課
収
納
係

　
☎
㉕
９
２
４
０

市
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と

法
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
・
保

険
料
・
料
金
・
負
担
金
な
ど
は
、
教

育
、
福
祉
、
公
共
施
設
の
運
営
や
整

備
、
各
種
保
険
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
実
施
し
、
市
民
全
員
が
安
心
し

て
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。

　
市
で
は
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
る
人
や
事
業
所
に
対
し
て
、
各
担

当
課
が
文
書
に
よ
る
通
知
や
電
話
催

告
な
ど
に
よ
り
納
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認

し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
う
ち
、市
県
民
税（
普

通
徴
収
）、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
所

保
育
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担

金
、
幼
稚
園
利
用
料
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
は
、
金
融
機
関
の
ほ

か
、
24
時
間
３
６
５
日
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
「
Ｐ
ａｙ

　
Ｐ
ａｙ
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
ａｙ
」

を
利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
納
付
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃

止
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一

時
的
に
税
金
を
納
期
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
人
は
、
納
付
の
猶
予
や

分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
市
役
所
に
来
る
か
、
又
は

電
話
で
担
当
課
に
、
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

と
…地

方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督

促
状
を
送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
）。
ま
た
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
る
日
ま
で
の

期
間
に
応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。連

絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な

い
状
態
が
続
く
と
、
官
公
庁
、
金
融

機
関
、
勤
務
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、

さ
ら
に
は
自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、

財
産
（
預
貯
金
・
給
与
・
年
金
・
生

命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）
の
差
押
え

や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

島根ナンバーの車両の手続窓口
車種 連絡先

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所（松江市）
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126ｃｃ～250ｃｃ）

島根運輸支局　１階１番窓口（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

二輪の小型自動車
（251ｃｃ以上）

島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
は
お
済
み
で
す
か

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の
税
金

が
か
か
り
ま
す
。

※　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
は

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
ま
で
に
手
続
を

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手
放

す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１
日
ま

で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

・
届
出
者
の
印
鑑

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
車
体
番
号
の
わ
か
る
も
の

　
（
自
賠
責
証
書
な
ど
）

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
・
福
祉

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

国
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
毎
年
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
浜
田
市

で
は
関
係
者
の
心
情
に
配
慮
し
て
、

「
自
殺
」
を
「
自
死
」
と
言
い
換
え

て
使
用
し
て
い
ま
す
。
国
、
地
方
公

共
団
体
、
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
し

て
「
い
の
ち
支
え
る
自
死
対
策
」
と

い
う
理
念
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
自
死
予
防
に
つ
い
て
考
え
一
人
ひ

と
り
の
こ
と
と
し
て「
気
付
き
」「
つ

な
ぎ
」「
見
守
り
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

自
死
予
防
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

気
付
く　

身
近
な
人
（
家
族
や
仲

間
）
の
い
つ
も
と
違
う
様
子
に
気

付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

自動車の差押え（タイヤロック）

問
合
せ　
税
務
課
税
制
係

　
☎
㉕
９
２
３
０

声
か
け　
大
切
な
人
の
変
化
に
気
付

い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談

す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
会
合
の
機
会
が
減
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
電
話
や
S
N
S

を
活
用
し
、交
流
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
㉕
９
３
１
１

ご
存
知
で
す
か

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

建
物
（
個
人
の
住
宅
、長
屋
を
除
く
）

や
建
物
の
一
部
の
使
用
を
始
め
る
人

は
、
使
用
を
開
始
す
る
７
日
前
ま
で

に
、
防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
目
的　
防
火
対
象
物
の
使
用

状
況
を
把
握
し
、
防
火
管
理
や
必

要
な
消
防
用
設
備
な
ど
が
適
正
に

設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
予
防
及
び
災

害
時
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る
テ

ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

※　
工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も
届

出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
た
に

消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
段
階
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

届
出
者　
建
物
及
び
テ
ナ
ン
ト
の
関

係
者（
所
有
者・管
理
者・占
有
者
）

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
㉒
１
１
６
７

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い
場

合
　
警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、
受

理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜
田
市

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
税
務
課
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、

上
記
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

税
務
・
納
税

1415 広報はまだ：令和３年３月号広報はまだ：令和３年３月号
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さい。
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

17 広報はまだ：令和３年３月号 16広報はまだ：令和３年３月号

保
険
・
医
療

年

金

小
学
生
を
対
象
と
し
た
児
童

医
療
制
度
を
拡
充
し
ま
す

４
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
小
学
生

の
医
療
費
自
己
負
担
割
合
を
引
き
下

げ
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
の
あ
る
小
学
１

年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児

童
（
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

子
）

自
己
負
担
額

健
康
保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
割

合
を
３
割
か
ら
１
割
と
し
ま
す
。

１
か
月
１
医
療
機
関
あ
た
り
（
医

科
・
歯
科
別
）
の
自
己
負
担
限
度
額

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

・
入
院　

２
０
０
０
円

・
通
院　

１
０
０
０
円

・
薬
局
な
ど　
自
己
負
担
な
し

※　
中
学
生
の
医
療
費
自
己
負
担
割

合
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※　
助
成
対
象
は
、
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
る
医
療
費
に
限
り
ま
す
。

予
防
接
種
代
、
薬
の
容
器
代
、
入

院
時
の
食
事
代
や
差
額
室
料
、
検

診
代
、
文
書
料
、
大
き
な
病
院
に

紹
介
状
な
し
で
か
か
っ
た
際
の
選

定
療
養
費
な
ど
保
険
診
療
で
な
い

医
療
費
は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

資
格
証
の
交
付　
制
度
の
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
小
・
中
学
生
に
は
４
月

ま
で
に
新
し
い
「
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
」
を
郵
送
し
ま
す
。

手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
生
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
中
学
生

　
は
黄
緑
色
に
変
更
し
ま
す
。

※　
資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
が
必
要
で
す
。
手

続
の
際
は
、
乳
幼
児
等
医
療
費
受

給
資
格
証
・
健
康
保
険
証
（
保
険

証
が
変
わ
っ
た
場
合
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
の
か
か
り
方　
島
根
県
内

の
医
療
機
関
な
ど
と
島
根
県
外

（
中
国
地
方
）
の
一
部
の
医
療
機

関
で
は
、
資
格
証
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
浜
田
市
の
乳
幼
児
等

医
療
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
医
療
機

関
を
受
診
す
る
場
合
は
、「
資
格

証
」
を
提
示
し
、
適
用
で
き
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

適
用
で
き
な
い
場
合
は
、
払
い
戻

し
手
続
に
よ
り
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

払
い
戻
し
手
続
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

・
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

・
受
給
資
格
者
の
振
込
口
座
の
わ
か

る
も
の

問
合
せ　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
㉕
９
４
１
１

健 康 コラムコラム

骨粗しょう症を予防しましょう

　骨の量が減り、全身の骨がスカスカにもろくなり、
骨折しやすくなる病気です。特に女性に多く、患者の
80％以上が女性といわれています。

伝 言 板
まちかど募

　
　集

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
３
月
18
日
㈭
〜
31
日
㈬

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
５
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
３
月
10
日
㈬

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

相
　
　談

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
一
斉
相
談
会（
法
律
相
談
）

日
時　
３
月
５
日
㈮

　
・
午
前
10
時
〜
正
午

　
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継
続

相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

へ　
☎
㉒
４
５
１
４

教
室・講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
前
期
講
座
・
春
の
体
験
会

前
期
講
座

日
時　
４
月
〜
９
月

受
付
開
始
日

　

３
月
１
日
㈪　
午
前
９
時
〜

内
容　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル

チ
ャ
ー
・
子
ど
も
向
け
教
室
な
ど

春
の
体
験
会
（
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ル

チ
ャ
ー
な
ど
21
講
座
）

日
時　
３
月
４
日
㈭
〜
４
月
５
日
㈪

※　

詳
細
は
館
内
掲
示
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
☎
㉒
１
０
３
５

西
条
柿
栽
培
講
座

日
時　
４
月
〜
令
和
４
年
１
月

（
平
日
に
年
５
回
程
度
・
第
１
回
は

　

４
月
下
旬
開
催
予
定
）

場
所　
三
隅
町
東
平
原

内
容　
西
条
柿
栽
培
の
講
義
、
実
習

申
込
み　
４
月
16
日
㈮
ま
で
に
農
林

　
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
㉒
３
５
０
０

石
見
海
浜
公
園

春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

対
象　
中
学
生
以
下

日
時　
４
月
５
日
㈪
〜
６
月
７
日
㈪

　
毎
週
月
曜
日　
延
べ
10
回

　
午
後
７
時
〜
９
時
（
雨
天
延
期
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　
15
人
（
先
着
）

料
金　
２
０
０
０
円

※　
ラ
ケ
ッ
ト
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

　
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
㉘
２
２
３
１

部
門　
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
の
部
（
1
人
5
作
品
ま
で
）

応
募
期
間　
３
月
31
日
㈬
ま
で

入
選
作
品
の
発
表　
６
月
（
予
定
）

申
込
み　
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

で
総
務
省
政
策
統
括
官
室
へ

☎
０
３-

５
２
７
３-

１
１
４
４

統
計
の
日
の
標
語
募
集

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

（たくさん当てはまる人ほど要注意）
　□牛乳や乳製品をほとんどとらない
　□豆腐や納豆など大豆製品はあまり食べない
　□栄養バランスをあまり考えず食事している
　□食生活が不規則である
　□インスタント食品や加工食品をよく食べる
　□ほとんど運動していない
　□日光に当たる機会が少ない
　□胃や腸が弱い
　□家族に骨粗しょう症の人がいる
　□たばこを吸う

①バランスのとれた食事をする
　主食、主菜、副菜のそろった献立を心がけましょう

②カルシウムやカルシウムの吸収に必要なビタミンＤ
　を多く含む食品をとる
　乳製品、大豆製品、海藻類など

③からだに無理のない運動をする
　ラジオ体操、ウォーキングなど自分に合った運動を
　取り入れましょう

④禁煙にチャレンジする
　たばこはカルシウムの吸収や、女性ホルモンの分泌
　を妨げます

　骨粗しょう症になってから治すのは大変です。骨粗
しょう症にならないように、日頃から予防を心がける
ことが大切です。元気に長生きできる健康長寿を目指
して、みんなで心がけていきましょう。

問合せ　金城支所市民福祉課　☎42１２３５

・食事の中のカルシウム不足
・運動不足
・加齢に伴って胃や腸などの消化器官が弱くなり、カ
　ルシウムの吸収が悪くなる
・閉経後、女性ホルモンのエストロゲンの分泌量が急
　に減少する

骨粗しょう症とは？

骨粗しょう症チェック

なぜ、骨粗しょう症になるの？

骨を元気にする生活習慣を心がけましょう



県
立
体
育
館

　
前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時　
４
月
上
旬
〜
９
月
下
旬

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
６
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
〜

※　
教
室
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
館

　
内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

参
加
料

　
幼
・
小
・
中
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

　
大
学
生　
　
　
　
　

４
２
０
０
円

　
一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
親
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
２
０
０
円

　
体
操
競
技
ク
ラ
ブ　

４
０
０
０
円

保
険
料
（
加
入
は
必
須
）

　
幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

　
高
校
生
・
大
学
・
一
般
１
８
５
０
円

　
65
歳
以
上　
　
　
　

１
２
０
０
円

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

　
料
を
県
立
体
育
館
へ

　
☎
㉓
１
２
０
１

石
見
武
道
館

　
前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時　
４
月
13
日
㈫
〜
９
月
11
日
㈯

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
６
日
㈯　
午
後
１
時
〜

※  　
教
室
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
館

　
内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

料
金

　
小・中・高
校
生
（
週
１
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

　
幼・小・中
学
生
（
週
２
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

　
大
学
生　
　
　
　
　

４
２
０
０
円

　
一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

　
親
子　
　
　
　
　
　

６
２
０
０
円

保
険
料

　
幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

　
高
校
生
・
大
学
・
一
般
１
８
５
０
円

　
65
歳
以
上　
　
　
　

１
２
０
０
円

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

　
料
を
石
見
武
道
館
へ

　
☎
㉓
７
１
７
０

お
出
か
け

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

仕
事
帰
り
、
学
校
終
わ
り
に

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
も
う

対
象　
午
後
５
時
以
降
に
入
場
し
た
人

日
時　
５
月
５
日
㈷
ま
で
（
予
定
）

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

料
金　
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸
靴

　
代・ヘ
ル
メ
ッ
ト・サ
ポ
ー
タ
ー
）

春
休
み
特
別
企
画

「
ワ
ン
コ
イ
ン
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
」

対
象　
中
学
生
以
下

日
時　
３
月
20
日
㈷
〜
４
月
６
日
㈫

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

料
金　
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸
靴

代・ヘ
ル
メ
ッ
ト・サ
ポ
ー
タ
ー
）

問
合
せ　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

　
☎
㉘
１
３
０
０

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

「
今
、こ
こ
に
生
き
る
〜
信
じ

た
も
の
が
カ
タ
チ
に
な
る
〜
」

日
時　
３
月
２
日
㈫
〜
４
月
30
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

内
容　
石
州
和
紙
の
紙
す
き
職
人
で

あ
る
瀬
野
田
真
紀
さ
ん
の
作
品
展

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
32
４
１
７
０

浜
田
国
際
交
流
協
会

中
国
文
化
体
験

　
　
〜
太
極
拳
サ
ロ
ン
〜

日
時　
３
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定
員　
15
人

料
金　
５
０
０
円（
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
３
月
９
日
㈫
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
㉔
１
２
４
１

石
見
国
巡
回
講
座

「
ま
ち
歩
き 

浜
田
の
歴
史
〜
中
世

か
ら
近
世
の
記
憶
を
た
ど
る
〜
」

日
時　
３
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
浜
田
城
資
料
館
に
集
合
し
移
動

　
（
市
内
約
３
．
６
ｋ
ｍ
）

講
師　
阿
部
志
朗
さ
ん
（
益
田
翔
陽

高
校
教
諭
）
ほ
か

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
３
月
２
日
㈫
ま
で
に
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
０
８
５
２
㉒
６
７
２
７

浜
田
国
際
交
流
協
会

ク
イ
ン
の
ミ
ニ
ミ
ニ
講
座

「
コ
ロ
ナ
時
代
の
ベ
ト
ナ
ム

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
対
策
〜
」

日
時　
３
月
19
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
10
分

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室
1
・
2

定
員　
15
人

料
金　
無
料

申
込
み　
３
月
17
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
㉔
１
２
４
１

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

日
時　
３
月
20
日
㈷　
午
後
２
時
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

第
２
１
７
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

黒
松
〜
都
治
町
の
広
島
往
還

を
探
る

日
時　
３
月
21
日
㈰ （
雨
天
中
止
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

道
の
駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ

（
江
津
市
）
前
に
集
合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
３
月
21
日
㈰
・
４
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
40
人
程
度

料
金　
無
料(

ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り)

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　
３
月
21
日
㈰

　
正
午
〜
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師　
中
原
信
夫
さ
ん

料
金　
３
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん
へ

　
☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
１
５
３
回

石
州
刀
剣
会
定
例
研
究
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
20 

th

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時　
３
月
27
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

　
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

　

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

浜
田
国
際
交
流
協
会

于
清
の
中
国
文
化
講
座

　
　
　
「
食
は
中
国
に
あ
り
」

日
時　
４
月
16
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
無
料

申
込
み　
４
月
６
日
㈫
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ　
☎
㉔
１
２
４
１

石
見
海
浜
公
園

　
　
　
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）

日
時　
４
月
11
日
㈰

　
午
前
８
時
45
分
〜

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料
金　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
込
み　
４
月
４
日
㈰
（
必
着
）
ま

　
で
に
申
込
書
を
石
見
海
浜
公
園
予

　
約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
㉘
２
２
３
１

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

特
別
展

「
闘
魚
〜
美
し
き
ベ
タ
の
世
界
」

日
時　
３
月
10
日
㈬
〜
５
月
10
日
㈪

場
所　
ア
ク
ア
ス
3
階
特
別
展
示
室

ほ
か

内
容　

約
30
種
類
の
ベ
タ
（
熱
帯

魚
）
の
展
示
な
ど

「
ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド
」

日
時　

３
月
31
日
㈬
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日

　
午
後
０
時
30
分
〜（
約
20
分
程
度
）

※　
春
休
み
期
間
（
3
月
20
日
㈷
〜

31
日
㈬
）
は
毎
日
開
催

※　
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合

　
あ
り

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
魅
惑
の
ベ
タ
」

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日
時　
３
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
18
人

料
金　
１
人
１
０
０
円

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
㉘
３
６
１
４

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

毎
月
20
日
に
プ
チ
イ
ベ
ン
ト
開
催

「
大
迫
力
の
サ
メ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
！
」

日
時　
３
月
20
日
㈷

　
午
後
３
時
20
分
〜
３
時
50
分

※　
当
日
午
前
９
時
か
ら
ア
ク
ア
ス

　

１
階
総
合
案
内
所
で
受
付

定
員　
５
組
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
水
槽
に
ご
は
ん

を
あ
げ
て
み
よ
う
！
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
３
月
８
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

※　
当
日
午
前
９
時
か
ら
ア
ク
ア
ス

　

１
階
総
合
案
内
所
で
受
付

定
員　
６
組
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

企
画
展
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

イ
ン 

ジ
ャ
パ
ン 

１
９
４
５
‐
２
０
２
０

―
流
行
と
社
会
」

日
時　
３
月
20
日
㈷
〜
５
月
16
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

※　
５
月
４
日
㈷
は
開
館

場
所　
石
見
美
術
館

料
金
（
当
日
券
）

　
一
般　
　

１
２
０
０
円

　
大
学
生　
　

６
０
０
円

　
小
中
高
生　

３
０
０
円

※　
前
売
割
引
あ
り

企
画
展
島
根
会
場
特
別
展
示

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
ワ
ン
ダ
ー
と
工
藝
ぱ

ん
く
す
舎　
ノ
ノ　
か
み
と
布
の
原
郷
」

日
時　
３
月
20
日
㈷
〜
５
月
16
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

※　
５
月
４
日
㈷
は
開
館

場
所　
石
見
美
術
館

内
容　
日
本
各
地
の
「
自
然
布
」
か
ら

日
本
の
風
土
や
く
ら
し
を
再
考
す
る

料
金

　

企
画
展
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
」
展
の
料
金
に
含
む

※　
本
展
単
体
の
チ
ケ
ッ
ト
は
あ
り

ま
せ
ん
。

益
田
糸
操
り
人
形

グ
ラ
ン
ト
ワ
定
期
公
演

日
時　
３
月
20
日
㈷　
午
後
１
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金　
自
由
席
（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　
　
５
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
無
料

今
福
優
・
太
鼓
公
演

祝
い
の
太
鼓
だ　
ど
ん
ど
こ
ど
ん

日
時　
３
月
21
日
㈰　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

出
演　
今
福
座

料
金　
自
由
席
（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　
　
　
　

２
０
０
０
円

　
中
学
生
以
下　

１
０
０
０
円

　
（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

※　
未
就
学
児
無
料

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
３

月
14
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

令
和
２
年
度
の
優
秀
卒
業
研
究

が
決
定
し
ま
し
た

　
本
学
で
は
、
毎
年
優
秀
な
卒
業
研

究
を
選
出
し
、
学
修
成
果
の
公
表
と

し
て
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
約
２
１
０
本
の

卒
業
研
究
の
中
か
ら
10
本
が
優
秀
研

究
に
選
ば
れ
、
１
月
27
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
に
て
優
秀
卒
業
研
究
発
表

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
ス

ラ
イ
ド
や
説
明
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

自
身
の
研
究
成
果
を
聴
講
者
に
向
け

て
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

【
受
賞
者・研
究
題
目
】（
50
音
順
）

・ 

阿
部
毅
「
人
間
と
動
物
が
共
存
す

る
ア
ニ
マ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り

方
―
ウ
サ
ギ
の
島
・
大
久
野
島
に

注
目
し
て
―
」

・ 

石
﨑
真
以
子
「
「
負
の
遺
産
」

の
課
題
と
可
能
性
―
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
・
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収

容
所
と
原
爆
ド
ー
ム
の
比
較
か
ら

―
」

・ 

伊
藤
璃
子
「
浜
田
市
の
大
学
生
世

代
の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
」

・ 

鈴
木
秀
侑
「
日
本
銀
行
の
実
質
的

独
立
性
の
分
析
―
中
央
銀
行
法
・

金
融
政
策
史
・
世
論
の
観
点
に
よ

る
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
と
の
比
較

―
」

・ 

鈴
木
理
恵
「
小
規
模
和
菓
子
製
造

業
者
に
お
け
る
売
上
増
加
に
向
け

た
課
題
と
方
策
」

・ 

西
口
侑
萌
亜
「
日
本
の
多
文
化
家

族
に
お
け
る
子
ど
も
の
言
語
意
識

―
韓
国
と
の
比
較
及
び
在
出
雲
多

文
化
家
族
の
現
況
を
踏
ま
え
て

―
」

・ 

日
野
裕
貴
「
兵
庫
県
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
よ
る

外
国
人
誘
客
の
方
策
」

・  

村
尾
佳
南
「Building an

　

inclusive society through

　

collaboration w
ith

　

non-Japanese w
orkers

　

(

外
国
人
労
働
者
と
の
協
働
に
よ

　
る
包
括
的
な
社
会
の
構
築)

」

・ 

山
口
翼
「
高
等
学
校
に
お
け
る
金

融
教
育
の
現
状
と
課
題
―
地
方

（
島
根
県・佐
賀
県
）の
ア
ン
ケ
ー

ト
分
析
を
中
心
に
―
」

・ 

山
根
萌
「
若
者
の
介
護
イ
メ
ー
ジ

か
ら
見
た
介
護
職
の
人
手
不
足
」

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
今
月
も
、
新
学
部
に
就
任
予
定
の

教
員
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
伊

藤
准
教
授
（
地
域
づ
く
り
コ
ー
ス
）

と
西
嶋
講
師
（
地
域
づ
く
り
コ
ー

ス
）
で
す
。

講師　西嶋　一泰

准教授　伊藤　豊

　
初
め
ま
し
て
。
伊
藤
豊
と
申
し
ま

す
。
秋
田
県
横
手
市
で
育
ち
、
こ
の

た
び
、
様
々
な
ご
縁
が
あ
っ
て
４
月

か
ら
島
根
県
立
大
学
に
着
任
い
た
し

ま
す
。
環
境
経
済
学
を
専
門
と
し
て

お
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
無
電
化
農
村
や

ジ
ブ
チ
共
和
国
の
農
村
開
発
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
世
界
遺
産
保
全
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
途
上
国
に

お
け
る
様
々
な
問
題
の
解
決
に
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
よ
う
な
経
験
を
も
と
に
、
島
根
県

の
皆
さ
ん
や
島
根
県
立
大
学
の
学
生

と
一
緒
に
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

４
月
に
県
立
大
学
に
着
任
す
る
西

嶋
一
泰
と
申
し
ま
す
。
東
京
出
身
で

「
祭
り
」
を
研
究
す
る
民
俗
学
の
研

究
者
で
す
。
約
５
年
前
に
大
田
市
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
島
根
に

や
っ
て
き
て
、
地
域
づ
く
り
の
活
動

も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
学
生
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
映
像
や
記
事

制
作
に
よ
る
地
域
の
情
報
発
信
、
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
は
既
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
あ
れ
ば
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　
新
学
部
学
科
設
置
等
準
備
室

　
☎
㉕
５
９
２
４

　

新
学
部
の
学
び
や
教
員
紹
介
な

ど
、特
設
サ
イ
ト
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新学部
特設サイト

vol.209
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.291

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com
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「
謎
解
き
美
術
展
」

　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す
！

　
本
展
は
、
ク
イ
ズ
形
式
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
な
が
ら
世
界
こ
ど
も
美
術
館
の
収
蔵

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
く
展
覧
会
で
す
。

　

４
つ
の
部
屋
で
構
成
さ
れ
た
会
場
で
は
、

作
品
に
秘
め
ら
れ
た
ア
ー
ト
の
謎
が
待
ち
受

け
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
の
謎
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
作
品
を
見
る
観
察
力
、
ひ
ら
め
き

と
発
想
力
、
ア
ー
ト
を
楽
し
む
心
が
必
要
で

す
。
制
限
時
間
は
60
分
。
脱
出
ゲ
ー
ム
さ
な

が
ら
の
臨
場
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、
美
術
作

品
の
謎
解
き
に
挑
戦
し
よ
う
！　

※　
本
展
は
触
っ
て
体
験
す
る
展
覧
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

会
期　
３
月
13
日
㈯
〜
５
月
30
日
㈰

料
金　
一
般
（
大
学
生
以
上
）　

３
０
０
円

　
　
　
小
・
中
・
高
校
生　
　
　

２
０
０
円

※　
団
体
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 　
混
雑
時
に
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員　
各
日
先
着
20
人

時
間　
午
後
１
時
〜
４
時
（
参
加
は
当
日
１

階
・
創
作
室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
受
付
）

《
磁
石
で
あ
そ
ぶ
虫
取
り
ゲ
ー
ム
》

　
磁
石
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
つ
く
る
よ
。

◎
6
日
㈯
・
7
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
ピ
カ
ソ
で
肖
像
画
》

　
ピ
カ
ソ
の
作
品
を
ま
ね
し
て
顔
を
描
こ
う
。

◎
13
日
㈯
・
14
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
マ
テ
ィ
ス
の
切
り
絵
あ
そ
び
》

　
色
紙
を
切
っ
て
、
貼
り
合
わ
せ
て
み
よ
う
！

◎
20
日
㈷
・
21
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
走
れ
！ 

ダ
ン
ボ
ー
ル
カ
ー
》

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
か
っ
こ
い
い
車
作
り
に
挑
戦
。

◎
27
日
㈯
・
28
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

※　
事
前
に
体
温
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
来
館
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
体
調
が

す
ぐ
れ
な
い
場
合
の
入
館
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

「ピカソで肖像画」
作品の一例

３月の休館日
月曜日　１日・８日・15日・22日･29日
展示替え　９日㈫～12日㈮

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】【
企
画
展
示
室
】

画
家
た
ち
の
旅

期
間　
３
月
14
日
㈰
ま
で

描
か
れ
た
肌
―
石
本
正 

美
の
視
点
―

期
間　
３
月
23
日
㈫
〜
６
月
27
日
㈰

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日

に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、
高

校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

展
示
替
え
休
館　
３
月
15
日
㈪
〜
22
日
㈪

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

●
石
正
美
術
館
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
展
Ｖ
ｏ
ｌ
．
３

　
―
と
も
に
あ
ゆ
ん
だ
20
年
―

会
期　
３
月
３
日
㈬
ま
で
延
長

●
〜
古
布
で
紡
ぐ
ふ
る
里
の
物
語
〜

　
木
村
喜
代
子
作
品
展

　
暮
ら
し
の
中
に
季
節
感
や
昔
な
が
ら
の
伝
統

行
事
を
モ
チ
ー
フ
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
求
め
つ
つ

創
作
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
針
一
針
、
心
を

込
め
て
紡
い
だ
作
品
は
１
０
０
点
に
の
ぼ
り
ま

す
。
古
布
が
か
も
し
出
す
作
品
は
心
を
和
ま
せ

ぬ
く
も
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ご
ゆ
っ
く
り

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
3
月
6
日
㈯
〜
14
日
㈰

【
観
覧
事
前
予
約
制
】

　
混
雑
緩
和
の
た
め
、
本
展
開
催
中
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
み
、
観
覧
を
事
前
予
約
制
と
し
ま
す
。

来
館
前
に
、
観
覧
希
望
日
時
を
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分
ま
で

　
を
45
分
ご
と
に
区
切
り
、
１
日
10
回

会
場　
石
正
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
観
覧
無
料
）

定
員　
各
15
人

●
石
見
の
春
展

会
期　
３
月
23
日
㈫
〜
４
月
18
日
㈰

石本正「慕情」
2003（平成15）年

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
う
さ
ぎ
の
花
ブ
ロ
ー
チ

日
時　
３
月
７
日
㈰　
午
後
１
時
〜
４
時

定
員　
10
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
２
０
０
０
円

講
師　
木
村
喜
代
子
さ
ん
（
古
布
人
形
作
家
）
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図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 ８日㈪･22日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 １日㈪･８日㈪
15日㈪･22日㈪
29日㈪・31日㈬

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

弥
栄
図
書
館
移
転
に
伴
う
臨

時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
弥
栄
図
書
館
は
移
転
の
た
め
、
通

常
の
休
館
日
に
加
え
、
次
の
と
お
り

臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
休
館
中
の
資
料
の
返
却
は
、
開
館

後
に
直
接
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
市
内
の
ほ
か
の
図
書
館
又
は
、

ラ
ブ
ッ
ク
号
で
も
返
却
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

休
館
期
間　
3
月
22
日
㈪
〜
31
日
㈬

移
転
先　

杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

休
館
中
の
問
合
せ
先

　
中
央
図
書
館　
☎
㉒
０
４
８
０

移
転
後
開
館
日　
4
月
1
日
㈭

移
転
後
の
連
絡
先

　
☎
48
２
２
５
８
（
変
更
な
し
）

「
子
ど
も
読
書
会
」

　
小
学
校
3
〜
6
年
生
を
対
象
に
市

内
4
会
場
に
お
い
て
月
1
回
「
子
ど

も
読
書
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
合
同
で
開
催
す
る
野
外
活
動
や
お

た
の
し
み
会
も
あ
り
ま
す
。

　
4
月
に
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

おたのしみ会の様子

貸出ベスト10（令和３年１月期）
順位 タイトル 著者
1 半沢直樹 アルルカンと道化師 池井戸　潤
2 境界線 中山　七里
3 銀の夜 角田　光代
4 クスノキの番人 東野　圭吾
５ じい散歩 藤野　千夜
６ ブラック・ショーマンと名もな
き町の殺人 東野　圭吾

７ きたきた捕物帖 宮部みゆき
８ コーチ 堂場　瞬一
９ 少年と犬 馳　星周
10 日曜日は青い蜥蜴 恩田　陸

　主婦の水野いづみは、家族思いの夫と優しい子
どもたちに恵まれ、この上なく幸せだった。息子
の大樹が死ぬまでは―。大樹は、高校合格を祝っ
た日の夜に自転車で家を抜け出し、警察が追って
いた連続殺人事件の容疑者に間違われ、事故死し
たのだった。
　それから15年後、東京で起こった女性殺人事件。
全くの無関係と思われていた過去と現在が徐々に
交差する。なぜ息子は深夜に家を抜け出したのか。
あの日、彼は何をしていたのか。衝撃の真相が待
ち受ける話題のミステリー。2020年啓文堂書店文
庫大賞受賞。

まさきとしか著　小学館　(請求記号：ＢＦマサ)

司書がすすめるこの一冊

「あの日、君は何をした」

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

お
は
な
し
の
へ
や
展
示

　
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
そ
の
月

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
絵
本
を

選
書
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
と
ど
ん
な
本
を
読
も
う

か
な
と
迷
っ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
テ
ー
マ
は「
お
は
な
」で
す
。

1月のテーマは
「うし」でした

転居・転出する図書館利用者登録者の皆さん
進学や転勤などにより転居、転出する場合は、

図書館にも住所や連絡先などの変更の届出をお願
いします。

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

１
月
26
日
㈫
、
浜
田
公
民
館

で
節
分
交
流
会
「
お
に
さ
ん
バ

イ
バ
イ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、
節
分
あ

そ
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

石
見
神
楽
の
鬼
が
登
場
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
泣
い
た
り
、

逃
げ
惑
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

最
後
は
み
ん
な
で
鬼
を
や
っ
つ

け
ま
し
た
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,339 18,526 20,302 38,828
金 城 1,884 1,949 2,121 4,070
旭 1,343 1,352 1,311 2,663

弥 栄 662 571 635 1,206
三 隅 2,819 2,783 2,978 5,761
合 計 26,047 25,181 27,347 52,528

（単位：人）
人　口（１月末現在）今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800
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